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＊この新聞は、旧街道の美しいまち並み景観づくりを進める「‘二川宿’まちづくり会」と「大岩町東まちづくり会」、「大岩中まちづくり会」が発行しています。 二川宿まちづくり会、大岩町東まちづくり会、大岩中まちづくり会 
各まちづくり会も参加し、まつりを盛り上げる！  

▲二川宿まちづくり会の出店 ▲大岩町東まちづくり会の行灯 ▲ 大岩中まちづくり会のコンサートと出店 ▲ 

7 月 28 日（日）、第 8 回‘灯籠で飾ろう二川宿’（同開

催実行委員会主催）が開催されました。台風の影響で前日

からの変更になりましたが、たくさんの方々が訪れ、普段

と違う風景や様々なイベント・出店を楽しみました。 

子供たちや一般市民、地元企業など、一人ひとりが思い

を込めて手づくりした約 3,500基の灯籠が、旧街道沿いを

中心に並べられ、夕暮れとともに火が灯されました。 

辺りが暗くなるにつれ、灯籠の灯りがまち並みを幻想的

に浮かび上がらせ、まち並みの格子からは温かな光が穏や

かに漏れだし、何とも言えない懐かしい風景を生み出して

いました。 

ほのかな灯りが、趣の増したまち並みを照らしだし、 
宿場町の風情を醸し出す！ 

本陣前の賑わい  

‘歴史あるまち並みを美しくしよう’との思いで始まった二川宿の景

観まちづくり。住民皆で力を合わせて活動するうちに、会の設立から

12年が経ちました。今では景観形成地区の団体が３つになり、家々の

景観整備も着実に進んでいます。年々、まつりが映える趣あるまち並

みになってきたと感じます。 【二川宿まちづくり会 会長 山本剛生】 



“帆前掛け”は職人などが腰

に巻く厚い綿織物で、紺色の生

地に屋号が染められています。

日本伝統の仕事着で、かつて

は、豊橋が一大生産地でした。 

今は衰退してしまった日本

の伝統文化を国内外に広めて

いこうと、(有)エニシングが、

市内で最後となった工場の技

術を引き継ぎ、今年 6月、二川

宿の周辺に工場を新設しまし

た。生産には、豊田佐吉が発明

した約百年前の自動織機も使

われています。 

二川は、小渕志ちが製糸工場

をつくり、三河の製糸業を繁栄

させた地でもあり、糸でつなが

る“縁”を感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本で唯一！ 
二川に帆前掛け工場新設 
豊橋の老舗工場の伝統を継承 
◆  二川宿まちづくり会  今夏は４回‘夜店’を開催！ 

◆ 駒屋のイベント（NPO法人二川宿企画） 

コンサート、Ｂ級グルメ、ビンゴ大会などで盛り上がりました。 

▲ 二川宿まちづくり会の夜店  

二川宿まちづくり会では、この夏、夜店を 4回開催しました。 

7月 21日（日）、8月 10日（土）、8月 18日（日）の 3日間は、商家「駒

屋」のイベントに合わせて、駒屋を会場に行い、二川宿の賑わいづくりに貢

献しました。7月 28日（日）は、‘灯籠で飾ろう二川宿’に合わせて、駒屋

の駐車場にて行いました。 

開催の目的は、子供たちに‘夜店’を知ってもらうことと、開催側の世代

交代の準備です。今後も活動を継続していきますので、ご理解ご協力をお願

いいたします。         【 二川宿まちづくり会 会長 山本剛生 】 

◆ 景観にも配慮された新工場 

◆ 貴重な自動織機が並ぶ工場内  

 
 
 

「ニッポンの前掛け展」 開催  
二川に伝統の「帆前掛け」工場が新

設されたことを機に、戦前からの製

品や海外のものを展示します。 

 

■日時：9月 1日（日）～10月 4日（金） 

9時～17時 （入場無料） 

■場所：駒屋の南土蔵ギャラリー 

＊9月 15日（日）には、「前掛けトーク

イベント＆工場見学会」も開催予定 

 

詳細は商家駒屋（NPO法人二川宿）

まで  ☎0532-41-6065 

http://komaya.futagawa.org/ 

駒屋からのお知らせ 
駒屋の向かいに 
「令和館」 開館！ 

１階はお店、２階は地域

交流の場（無料貸し出

し）です。 

 

＊詳しくは NPO法人二川宿まで 


